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本研究は，鹿児島県の社会問題である豚糞の処理について，メタン発酵法を用いた。メタン

発酵処理後に排出されるメタン発酵消化液（以下，消化液）は，肥料成分を含んでいるため，

農地還元が期待される。そこで，第 2 章において，消化液の安全性について検討した。メタ

ン発酵過程において，エネルギー産物として CH4 が獲得できる。そこで，第 3 章において，

メタン発酵効率の高い消化液に含まれる微生物群集について検討した。高いメタン発酵効率

を示す消化液を，現場のメタン発酵施設で利用する高いメタン発酵効率を維持させておく必

要がある。そこで，第 4 章において，消化液の保存性実験について検討した。各章の要約は

以下に示す通りである。 

1．メタン発酵後に排出される消化液は，無機態の N，P，K などの肥料成分を含んでいるた

め，近年価格が高騰する化学肥料の代替としての有効利用が期待されている。しかし，豚糞

などの排せつ物由来である消化液に混入した病原性細菌による食中毒被害も懸念されてい

る。本研究では，メタン発酵施設維持が容易な中温処理を用いて，病原性細菌(Salmonella 

enterica)の菌濃度変化を調査し，メタン生成量が Salmonella enterica の菌濃度の減少と正の相

関を持つことを示した。本研究結果は，安定化前の中温メタン発酵施設を安全に維持運営す

ることに役立つだろう。 

2．6 カ所のメタン発酵施設から採取した種汚泥を用いてメタン発酵を行った。豚糞を遠心分

離し，オートクレーブ滅菌を行い，メタン生成の基質として使用した。この豚糞上澄み培地

は，種汚泥の微生物の培養，シリンジを用いた消化液のサンプリング，シリンジを用いた次

の世代への継代培養を簡便にすることができる。15 回の継代培養により，メタン発酵効率が

高い消化液と低い消化液が得られ，それぞれ H-DS と L-DS と名付けられた。H-DS は，生豚

糞を基質として使用した時でさえ，L-DS よりも高いメタン発酵効率を示した。微生物群集

の分析により，H-DS の多様性指数が L-DS よりも高く，H-DS の高いメタン発酵効率は，酢

酸生成細菌および酢酸資化性のメタン生成古細菌の協調的な関係が要因であるということ

が明らかとなった。本研究の結果は，メタン発酵施設を管理し効率的に運営するためには，

種汚泥の選択が重要であることを示唆している。 

3．本研究の第 2 章で獲得した，高いメタン発酵効率を持った消化液を現場で利用するため

には，消化液の適切な保存方法の検討が必要である。本研究では，3 種類の保存方法（グリ

セロールストック保存、冷凍保存、冷蔵保存）と 2 種類の対照区（長期培養、10 日毎の植え

継ぎ培養）を用いて検討した。各保存方法で保存した消化液は 90 日後に同時に豚糞上澄み

培地に接種し，メタン発酵を行った。1 回目のメタン発酵で立ち上がりが早かった冷蔵保存

は，植え継いだ 2 回目のメタン発酵においても高いメタン発酵効率を示した。対照的に，グ

リセロールストック保存は 1 回目，2 回目共に低いメタン発酵効率を示した。 

 


